
【取組内容】PBL×DCを意識した『ICTサロン』の開催 ～生徒が主体となり、学びを地域住民等に発信～

幸手市立西中学校（埼玉県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

探究的な学びの過程を意識し、「ICTの善き使い手」をテーマに、生徒が市民に
対して、デジタル・シティズンシップについて伝え、共有する機会を創出。ねらい

西中をよくする会議
良くする分野「掃除」「あいさつ」「登下校時の態度」
●活動計画日程 活動計画
1月 9日（木） 参加者全員ミーティング（最終確認）
1月10日（金） 全校生徒にチームスで企画の趣旨を周知する。
1月15日（水） 16:10～会議本番
1月17日（金） 全校投票準備
1月20日（月） 給食時に放送で投票のお願い（担当：生徒会長）

全校投票実施（帰りの会）
2月14日（金） ICTサロン参加（会場：行幸小）

【概要】

目的：生徒会員が主体的に学校の教育活動に取り組む態度を育成する
取組：生徒会本部役員が中心となって、会議を運営し企画を立案する。立案する

際に、タブレット端末で情報収集、集約した。また、案を生徒会員とクラ
ウド上で企画を共有し、多様な他者と協働しながら学校をよりよくする活
動を展開していった

効果：生徒が学校を変えることで所属意識が高まった



【取組内容】MicrosoftTeamsの西中チームを使い情報の即時共有

幸手市立西中学校（埼玉県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

リンク先を掲載する
などして教職員一人
一人が即時に情報に
アクセスできるよう
にした
校務全体の効率化

教 職 員 か ら の コ メ ン ト

紙媒体の文書よりもいつでも
情報にアクセスできた。また、
紙媒体と違い、紛失の恐れが
なく管理が楽になった。


